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査」に基づいて、2014 年、都市部の 60 歳以上の高齢者人口は 8757 万人であり、農村部
は 9269 万人であったと推計した。また、中国の 2010 年の貧困扶助基準は、標準一人で



















































































































































































































































































































第 2 節	 研究方法	



















第 3 節	 本研究における「ニーズ」の捉え方	
		平岡（2011）は、J．ブラッドショーによる「ニーズ」の分け方を提示した上で、「顕在
的ニーズ」と「潜在的ニーズ」に分けている。また、「潜在的ニーズ」のうち、ニーズが
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	１扶養金 100 元/月、低保戸としての扶助金は一人で 80 元/月	
	２土地もまたうけし、毎年 3600 元ぐらいの収入がある	
支出	






































































































１高齢者自分と妻の薬代２ヶ月分 1000 元（16000 円）ぐらいである	
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年齢	 性別	 学歴	 婚姻	
状況	
職業	 居住形態	













































	 				２扶養金一人 50 元/月、夫婦二人 100 元/月	
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第 2 節	 共通の潜在的ニーズについて	
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 資料１	 インタビューガイド	
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１. 研究の目的	
	 本研究は貧困世帯で生活している農村部高齢者の生活実態の各側面を調査し、共通
の支援ニーズを明らかにすることを目的としています	
２. 調査の手続き	
	 高齢者に、約１時間〜１時間半程度のインタビューを受けていただき、農村部貧困
世帯における高齢者の生活状況（基本属性、健康状況、精神状況、経済状況と被支援
状況）についてお話しいただきます。内容は IC レコーダーに録音予定です。ただし、
調査協力者が希望した場合には録音を中止いたします。	
３. プライバシーの尊重について	
	 インタビュー内容は研究目的外には使用いたしません。インタビュー内容の管理に
ついては最新の注意を払い、データの内蔵されたハードディスクは、施錠ができる金
庫に保管し、ファイルにパスワードを設定いたします。調査データ研究終了後、一定
期間経過後に廃棄します。録音データに関しては、研究代表者のみが文章に起こし、
分析にはその文字データを用います。	
45	
	
４. 研究結果の公表について	
	 インタビュー内容については、学会発表、修士論文にて公表される場合があります
が、その際は、事前に調査協力者の方に確認を取り、適宜修正いたします。また、公
表に際しては、調査協力者もしくは関係者が特定されないよう、対象者を表す際には
実名ではなくアルファベットを用いる等の加工を行い、匿名性を厳守いたします。	
５. 研究参加に関わるリスクとベネフィットについて	
６. 参加の取りやめについて	
本調査への協力は調査協力者の同意のもとに実施されます。回答したくない質問には
無理に回答する必要はございません。本調査への協力に同意した場合であっても、い
つでも途中で止めることができます。そのことによりいかなる不利益も生じません。
同意書提出後も、本調査の辞退は可能です。	
７. 問い合わせ等	
本研究についてご意見ご質問がございましたら、上記の研究代表者にお尋ねください。	
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